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カリキュラムの狙いと構成

ツインクルプログラム実施にあたり実質化のためにグローバルジャパンカリキュラムを開設し

た。

グローバルジャパンカリキュラムは大学院と学部の両方で行う特別授業であり、渡航前教育、現

地での教育体験、事後評価でカリキュラムを構成している。

渡航前教育としては院生がペアで授業開発を行うためのグローバルジャパン授業研究、外国語能

力を向上するための授業、現地での教育活動のための日本語、日本文化教育がある。

グローバルジャパン授業研究では

現地活動としては、授業開発したペアはASEAN諸国の小中高校での教育体験を行う。ASEAN

諸国での活動は帰国後、報告会において発表し、その内容を評価する。さらに外国語力の達成度を

TOEICにより評価する。

この結果、グローバル人材として十分な能力ありと認められたものには、受講証明を行う。

単位認定は教育学研究科および教育学部で行い自由選択科目として卒業要件の履修単位として加

えることが可能である。また、他研究科および学部生は自由選択科目として卒業要件の履修単位と

して10単位まで加算することが可能です。
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英　語

英語授業は、ブリティッシュカウンシルに委託し、学生にできるだけ本物の英語に触れさせるよ

うにした。授業内容は、英語で授業するために必要な英語表現などTWINCLEプログラムの趣旨に

合致したものである｡ 40名の学生をおよそ半分に分け、少人数授業とした。授業は一回当たり90

分であり、計15コマ行った。授業日程は以下の通りである。

また、授業テーマの発表や、授業計画の発表なども英語で行うことで、英語に触れさせる時間を

できるだけ多く確保した。

授業計画及び教材開発

授業実習で行う、理科授業及び日本文化授業の計画を行った。理科授業のトピックは、基本的に、

工学研究科及び園芸学研究科（学部）の学生の研究内容とした。各ユニットの授業テーマの概要は

以下の通りである。
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ユニット 理科授業 日本文化

A 視覚と錯視 日本の学生生活と流行ファッション

B トランジスタの機能と現在と未来のデバイス 東京の様々なエリア

C Landscape Architecture 日本のお祭りと食事

D Agroforestry 日本のスペース活用術

E 錯視 日本の学校生活と教育制度

F How to Generate Electricity?: 
Let’s use Solar Cell! 日本の便利グッズ

G Experiment on LCD Let’s Play Shogi

H Experiment on Photochemistry: 
Making a letter Stamp 日本の鉄道の正確さとその仕組み

I バイオマス 日本の織物

J なぜグリーンパプリカは苦いのか？ 折り紙

K 光の屈折実験、水溶液の電気分解

　授業計画及び教材開発の授業において工夫した点は以下の４点である。

１．インドネシア留学生によるコメント

インドネシア留学生をTAとして雇用し、学生の授業テーマや授業計画に対してコメントをも

らった。インドネシアの実態に即した指摘がなされ、教員経験やインドネシアへの渡航経験の無い

学生にとっては、授業づくりにとって貴重な意見であった。また、そのやりとり自体が、国際交流

の一環となっており、双方にとってメリットがあるように見受けられた。
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２．教材費の補助

理科の授業準備に必要な、教材費の申請を受け付けた。教材費の一部を負担することによって、

より魅力のある理科教材を計画することができた。教材費の申請には、事務手続きの手間を省くた

めに、購入希望物品を大学側で精査した後、学生に見積もり・発注・納品までを行わせた。このよ

うにすることにより、学生にも教材選びに対する責任が生まれたように思われる。

３．千葉大学とインドネシアの大学の学生同士による派遣事前打ち合わせ

各ユニットの代表者が、インドネシアのサポート学生にＥメールで連絡をとり、理科授業で必要

な器具等が学校にあるのかどうか、あるいは現地の具体的な教育事情などの情報について、派遣前

に確認を行った。このようにすることで、学生の授業計画がよりインドネシアの現実に即したもの

となった。また、事前にＥメールでやりとりすることによって、現地での学生同士の交流がスムー

ズに行われた。

４．チューター制度の導入

授業計画をよりよいものにするために、また専門的な観点から不適切な内容がないか確認するた

めに、各ユニットに担当教員を付けるというチューター制度を導入した。学生だけでは気づきにく

い授業計画の不十分な点などが指摘され、授業計画がブラッシュアップされる機会となった。平成

24年度チューター制度における担当教員、指導実施日は以下の通りである。

ユニット 実習日程 テ ー マ 担当の先生

A １月28日－２月10日（日） 視覚と錯視

飯塚先生B １月28日－２月10日（日） トランジスタの機能と現在と未来のデバイス

J ２月18日（月）－３月３日（日） なぜグリーンパプリカは苦いのか？

C ２月４日（月）－２月17日（日） Landscape Architecture
野村先生

D ２月４日（月）－２月17日（日） Agroforestry

E ２月11日（月）－２月24日（日） 錯視 山下先生

F ２月18日（月）－３月３日（日）
How to generate Electricity?: Let’s use 
Solar Cell!! 山野先生

G ２月18日（月）－３月３日（日） Experiment on LCD

H ２月18日（月）－３月３日（日）
Experiment on Photochemistry: Making a 
letter stamp 林先生

I ３月１日（月）－３月14日（日） バイオマス

K ２月18日（月）－３月３日（日） 光の屈折実験、水溶液の電気分解 東崎先生
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Twin College Envoys Program

クロスカルチュアルトレーニング

千葉大学国際教育センターの協力の下、海外研修の心構え、安全対策等を含め、インドネシアの

教育文化についての理解を図るための講座を開講した。インドネシアからの留学生を講師として招

き、インドネシアの気候、国家の象徴、マナー、そして簡単なインドネシア語等について講義を

行った。学生は文化の違いを改めて実感し、授業する際の服装など、様々な質問をしていた。
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学生が自らの研修を振り返り、この研修から得た学びを自覚化することと、TWINCLEプログラ

ムの成果を公表し、来年度に向けた改善点を得ることを目的として、研修報告会を行った。




